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フラワーアレンジ 長尾 佳子 



新年おめでとうございます 
 

            西明寺住職 

            普門院診療所内科医師    田中 雅博 

 

 西明寺では例年通り、大晦日の夜（除夜）には午後１１時４５分から梵鐘を撞いて、行く年一年を 

反省し来る年の１０８煩悩を除くことを祈りました。引き続き元日午前０時３０分から初護摩祈願を厳

修し、本年が良い年であり皆様の願いが叶うように祈りました。毎年の西明寺麓地域の方々のお

手伝いに加えて、本年は普門院診療所や看清坊職員にも手伝って頂きました。 

 

 元旦には「筏の会」の皆様が参拝者に乳茸うどんを振る舞って頂き、午後１時半から「権現太鼓

衆」による六大響の和太鼓演奏を行って頂きました。六大響の「六大」は弘法大師が説かれた即

身成仏の実体で、その姿は塔婆に表されています。表が地水火風空の五大で裏が識大です。 

 

 西明寺三重塔も塔婆の一つです。塔婆の前では古くから仏教宗派を問わず「舎利礼文」を唱え 

ます。舎利礼文は 

 

 一心頂礼 万徳円満 釈迦如来 真身舎利 本地法身 法界塔婆 

 我等礼敬 為我現身 入我我入 仏加持故 我証菩提 以仏神力 

 利益衆生 発菩提心 修菩薩行 同入円寂 平等大智 今将頂礼 

 

です。おおよその意味は以下の如くです。 

 

 一心に、あらゆる良い性質を円満したお釈迦様から伝わる仏教の真実を表す塔婆を礼拝します。 

礼拝することによって仏と一体となり、仏の力によって人々を救済する菩薩行を修めます。他人を

自分と差別しない「平等」という大きな智慧に今まさに礼拝致します。 

 

 権現太鼓衆による「六大響」の演奏は「平等」という大きな智慧の響きです。ご参詣の聴衆は「平

等」という大きな智慧の大音響に共振されたことでしょう。 

 

 平成２８年に何を望み、どのような年になって欲しいか、各人それぞれ願いがあるでしょう。願い

を持つことこそ、他の動物とは違う、人間の特徴です。願いを実現するために努力する。その努力

の結果が現れたものを文化といいます。国の重要文化財である西明寺三重塔は「平等」という大き

な智慧の文化を伝えているのです。 

 

 今年の干支（えと）は丙申（ひのえ・さる）です。「干」は、若干という言葉がありますが、個を意味し

ます。甲乙丙で「丙」は３個めです。これを陰陽五行説で解釈して「火」の「兄」としたのですが、単

なる迷信ですから深く考える必要はないでしょう。「支」は、支流という言葉がありますが、区分を意

味します。そのなかで「申」は、伸びた形の意味ですが、９番目の区分です。これに動物の猿を当

てはめたのは、字の読めない人のためにしたことで何の意味もありません。干が１０個、支が１２区

分あり、１０と１２の最小公倍数が６０ですから、全部で六十干支です。それで干支は６０年毎に循

環します。還暦です。 
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 今年と同じ干支の丙申の年、６０年前の昭和３１年には何があったでしょう。日本登山隊が世界

で初めてマナスル登頂に成功したのです。益子町の日下田實さんは、このときマナスル山頂に

立った４人の１人です。日本は敗戦のどん底から立ち上がり、復興の兆しが見え始めた頃でした。

そして久々に世界一になった。日本登山隊マナスル初登頂のニュースは当時の日本に明るい希

望を与えました。同じ干支の今年も、益子町から素晴らしい希望を発信できる年になることを願っ

て努力し、益子の文化を創っていきましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職職員員紹紹介介  
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看清坊 介護職員 

     山崎 春花      

                  ４月から看清坊にお世話になっています、山崎春花です。 

                  分からない事が多く、仕事もなかなか覚えられずたくさんご迷惑 

                 をおかけすることもありますが、先輩方のご指導をいただき、考え 

                 て行動し、スムーズに動けるように頑張りたいと思いますので、よ 

                 ろしくお願いします。 

 



          き よ  か 

 

 

 

10月 31日、高志先生と麻香先生の間に女の子が誕生しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

11月 24日（火）雅博先生の出版記念と健雅ちゃんの誕生をお祝いするため、 

診療所にてパーティーが開かれました。 
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行行事事ススナナッッププ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リハビリの時間に入所者が作成した作品を紹介します。 
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 紅葉ドライブ（11/20） 

 秋の和食会（10/21） 

～和食会献立～ 

きのこの炊き込みごはん 

とん汁 

天ぷら盛り合わせ 

柿なます 

栗ようかん 

紅葉の景色を眺め

ながら、ドライブ

を楽しみました。 



 

 

12月 11日（金）クリスマス会にて紅白歌合戦を行いました。 

 

   
       「りんごの歌」           大正琴「さくら」 

   
      大正琴「荒城の月」           「おまえに」 

   

      「クリスマス・イブ」          「高校 3年生」 

   
     「およげたいやきくん」    6     「翼をください」 

サングラス似

合ってます！ 



 

   
    四竹踊り「東京ラプソディ」1     四竹踊り「東京ラプソディ」2 

 

 

 

 
12月 10日（木）能羅坊にてクリスマス会を行いました。 
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チームごとに 

衣装も考えました。 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

《行事予定》 

3月 じゃがいも種植え 

4月 お花見会 

         花まつり 

    お花見ドライブ 

5月 さつまいも苗植え 

    避難訓練 
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 お知らせ 

  風邪や季節性インフルエンザが流行する時期になりました。高齢者や病気の方へ 

の感染を防ぐために、発熱した方はしばらく面会をお控え下さいますようお願い申 

上げます。私達職員も予防接種を受け、日頃から手洗い・うがい等をよく行って予 

防に努めています。 

 併せて、引き続き食中毒の予防も宜しくお願いします。 

 発行日／平成 28年 1月 31日 

 発行所／（医）普門院診療所 介護老人保健施設看清坊 

     栃木県芳賀郡益子町益子 4493  TEL：0285-70-1150 

 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://fumon.jp/ 


